
(1)　中１平均通過率と受検者の正答数分布

思考・判断・表現 66.6% 57.3% 65.5%

54.4% 62.3%65.3%

学年別平均通過率
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全体

中２

知識・技能 64.6% 52.9% 60.6%
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内容・領域別平均通過率

○ 「知識・技能」に関する問題の平均通過率は 52.9％と低い状況です。特に，インドで多く信仰されてい

るヒンドゥー教を問う問題（44.7％），写真と説明から「フィヨルド」を問う問題（40.6％），中国の王朝名

「漢」（55.2％）を問う問題の通過率が低くなっています。基本的な用語，地名等については，十分な理解

を図る必要があります。社会科は教科の特性上，用語の理解等が多いことから，日常の授業の中で，折に触

れて，定期的に復習を行う機会を設けたりして，確実な定着を図る工夫も必要です。 

○ 「思考・判断・表現」に関する問題の平均通過率は 57.3％であり，アフリカの多くの国が抱える経済問

題を説明する問題（48.9％）や荘園の成り立ちの流れを説明する問題（26.9％）の通過率が低くなっていま

す。例えば，歴史においては，歴史的事象の背景や原因等を考える授業を行うとともに，意図的に資料の読

み取りや比較などを取り入れる必要があります。 

○ 内容・領域別で平均通過率が低かったのは「世界の諸地域」で，ヨーロッパの農業の特色を問う問題は

35.8％と定着が図られていませんでした。また，岩倉使節団に随行した大久保利通の写真を選択する問題

（69.1％）など，郷土（鹿児島県）に関する問題は，知識として身に付けてほしいです。 
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社会(中学校第１学年）

大
問

中
問

小
問

世界と
日本の
地域構
成○

世界
各地
の人
々の
生活
と環
境○

世界の
諸地域

古代ま
での日
本○

歴史の
とらえ
方○

知識
・

技能

思考
・

判断
・

表現

通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 (1) 小５
中１

○ ○ 63.0% 0.3% 　緯度や経度を使って，世界の都市の
位置を理解しているか。

2 (2) 中１ ○ ○ 46.0% 0.1% 　正距方位図法の特徴を理解し，資料から
判断することができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ 65.8% 0.4% 　時差の求め方を理解しているか。

4 (4) 小５
中１

○ ○ 78.6% 4.8% 　日本が沖ノ鳥島の護岸工事を行っている
理由について説明することができるか。

5 (1) 中１ ○ ○ 44.7% 0.6% 　世界の宗教の広がりを理解している
か。

6 (2) 中１ ○ ○ 68.4% 0.2% 　東南アジアの地域協力組織（東南アジア
諸国連合）について理解しているか。

7 (3) 中１ ○ ○ 80.0% 0.3% 　中国の経済発展や工業について，資
料を基に判断することができるか。

8 (4) 中１ ○ ○ 36.6% 10.5% 　アフリカ州の自然について理解して
いるか。

9 (5) 中１ ○ ○ 48.9% 9.9% 　アフリカの多くの国が抱えている経
済問題を説明することができるか。

10 (1) 中１ ○ ○ 40.6% 19.3% 　ヨーロッパの地形について理解して
いるか。

11 (2) 中１ ○ ○ 59.1% 3.0% 　ヨーロッパの気候に影響を与えてい
る風を理解しているか。

12 (3) 中１ ○ ○ 35.8% 0.5% 　ヨーロッパの農業について理解して
いるか。

13 (4) 中１ ○ ○ 24.7% 0.6% 　ＥＵの特色について理解している
か。

14 (5) 中１ ○ ○ 51.7% 12.3% 　ＥＵ拡大による域内の課題について資料
を読み取り，説明することができるか。

15 (1) 中１ ○ ○ 47.1% 0.6% 　古代文明の特徴を理解しているか。

16 (2) 中１ ○ ○ 52.0% 0.3% 　資料を読み取り，縄文人の生活の様
子を理解しているか。

17 (3) 中１ ○ ○ 55.2% 5.5% 　２世紀ごろの日本や世界の様子を理
解しているか。

18 (4) 中１ ○ ○ 57.6% 12.6% 　大和政権の影響が及ぼす範囲を説明
することができるか。

19 (1) 中１ ○ ○ 86.4% 2.5%
　聖徳太子が目指した国づくりについて，
２つの資料から正しく読み取ることができ
るか。

20 (2) 中１ ○ ○ 43.7% 1.0% 　７世紀ごろの東アジアと日本の様子
について理解しているか。

21 (3) 中１ ○ ○ 26.9% 23.2% 　墾田永年私財法が制定された背景や
結果を説明することができるか。

22 (4) 中１ ○ ○ 47.1% 13.2% 　奈良時代の文化を理解しているか。

23 (5) 中１ ○ ○ 39.7% 18.8% 　摂関政治の特徴について説明するこ
とができるか。

24 (1) 中１ ○ ○ 78.0% 2.3% 　世紀の表し方を理解しているか。

25 Ａ 中１ ○ ○ 54.9% 10.3% 　時代を区分する時代名の表し方を理
解しているか。

26 Ｂ 中１ ○ ○ 65.8% 8.7% 　時代を区分する時代名の表し方を理
解しているか。

27 (3) 小６ ○ ○ 69.1% 0.9% 　鹿児島出身の人物が行ったことにつ
いて理解しているか。

問題数 4 0 10 9 4 18 9

出題割合 14.8% 0.0% 37.0% 33.3% 14.8% 66.7% 33.3%

54.4% 6.0%

⑵　各設問の分類と平均通過率

3

設問

1

2

出題
学年

評価の観点

計

5

6

出題の意図

県平均 校内平均内容領域別

4

(2)

 30



31 

⑶ 社会＜中学校第１学年＞ 
 ア 特徴ある問題から 大問３ ⑵， ⑶  
     （中学校学習指導要領解説 社会編 B⑵世界の諸地域 Ｐ47，48） 

学習指導要領解説には，「「① アジア」，「② ヨーロッパ」，「③ アフリカ」     
「④ 北アメリカ」，「⑤ 南アメリカ」，「⑥ オセアニア」の六つの州からなる小
項目で構成している。（中略）各州の自然，産業，生活・文化，歴史的背景などについ
て概観し，その結果として基礎的・基本的な知識を身に付けることを意味している。」
とあります。 

そこで本問題では，「② ヨーロッパ」の自然，産業について，雨温図からその特徴
を読み取り，そこで行われている農業の特色を説明する問題を出題しています。 

本問題における通過率は 35.8％となっています。原因として，気候などの地理的な条
件が農業の特色に影響を与えていることについて，理解が不足していると考えられま
す。そこで，次のような視点での授業改善が考えられます。 

イ 授業改善のポイント  

※ 農業の特色 
① 気候的な特徴（雨温図からの読み取り） 
② 該当都市の緯度や地形などの地理的な条件 

通過率  
35.8％ 

授業では，雨温図から分かる

１年間の気温差，降水量の多い

（少ない）月などの気候的な特

徴と該当都市の緯度や地形など

の地理的な条件に着目させ，気

候を決定する要素は何かを考え

させることが大事です。例えば，

①まず，雨温図の読み取り方を

学習する時間を設定する。②次

に，いくつかの都市を指定して，

適切な課題を設けて行う学習に

取り組ませる。③そして，既習

学習を生かしてその他の雨温図

の学習を行うなどの授業が考え

られます。  

通過率  
59.1％ 



(1)　中２平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率
思考・判断・表現

小５ 中１ 中２
知識・技能 64.6% 52.9% 60.6%

66.6% 57.3% 65.5%
全体 65.3% 54.4% 62.3%

77.4%

64.0%

61.5%

57.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域調査の手法

日本の地域的特色

日本の諸地域

近世の日本

内容・領域別平均通過率

○ 「知識・技能」に関する問題の平均通過率は 60.6％と低い状況です。特に，写真と説明から「三角州」

を問う問題（50.7％），国内生産と海外生産のグラフから産業の空洞化を問う問題（44.3％），江戸時代の特

産物の分布地図から商品作物を問う問題（46.6％）の通過率が低くなっています。基本的な用語，地名等に

ついては，十分な理解を図る必要があります。社会科は教科の特性上，用語の理解等が多いことから，日常

の授業の中で，折に触れて，定期的に復習を行う機会を設け，確実な定着を図る工夫も必要です。 

○ 「思考・判断・表現」に関する問題の平均通過率は 65.5％であり，水力発電の立地条件を説明する問題

（50.7％）やイエズス会のアジア進出の流れを説明する問題（43.6％）の通過率が低くなっています。これ

らの問題は，設問そのものを学習課題として設定して，１単位時間の授業の中で取り扱うなど工夫を行い，

思考力・判断力・表現力を図ることが大切です。 

○ 内容・領域別で平均通過率が低かったのは「近世の日本」で，江戸時代の政治を問う問題は 36.2％と定

着が図られていませんでした。また，シラスの特徴を説明する問題（45.6％），薩摩焼の歴史を問う問題

（39.9％）など，郷土（鹿児島県）に関する問題は，知識として身に付けてほしいです。 

中学校第２学年【社会】
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社会(中学校第２学年）

大
問

中
問

小
問

地域調
査の手
法

日本の
地域的
特色

日本の
諸地域

近世の
日本○

知識
・

技能

思考
・

判断
・

表現

通過率 無解答率 通過率 無解答率

1 (1) 小４
中２

○ ○ 78.7% 0.1% 　縮尺について理解しているか。

2 (2) 小４
中２

○ ○ 63.8% 0.1% 　地図の記号等を基に，地形図を読
み取ることができるか。

3 (3) 小４
中２

○ ○ 73.0% 1.0% 　等高線を読み取り，ルートを判断した理
由を説明することができるか。

4 (4) 小４
中２

○ ○ 94.0% 0.1% 　ハザードマップの意義や自然災害の種
類，防災について理解しているか。

5 (1) 中２ ○ ○ 50.7% 5.7% 　地形の特色の一つである三角州に
ついて理解しているか。

6 (2) 中２ ○ ○ 68.3% 3.2%
　瀬戸内の気候について，雨温図や模式図
を用い，季節風との関係から説明すること
ができるか。

7 (3) 中２ ○ ○ 50.7% 3.6% 　日本の発電所の分布について，資料と関連付
け，立地条件を説明することができるか。

8 (4) 中２ ○ ○ 65.0% 0.4% 　産業の分類について理解している
か。

9 (5) 中２ ○ ○ 85.2% 0.3% 　滋賀県の位置を理解しているか。

10 (1) 中２ ○ ○ 45.6% 0.5% 　九州地方の自然環境について理解
しているか。

11 (2) 中２ ○ ○ 64.3% 4.8%
　資料から，所要時間とみょうがの取扱量
の変化を関連付けて説明することができる
か。

12 (3) 中２ ○ ○ 82.9% 0.4% 　日本の工業や人口の特色につい
て，理解しているか。

13 (4) 中２ ○ ○ 70.6% 6.9%
　資料から，静岡県・長野県の気候を比較し，レ
タスの取扱量と関連して説明することができる
か。

14 (5) 中２ ○ ○ 44.3% 11.5% 　国内の産業の動向を理解している
か。

15 (1) 中２ ○ ○ 61.2% 0.4% 　新航路の開拓について理解してい
るか。

16 (2) 中２ ○ ○ 43.6% 12.0% 　宗教改革とその後のヨーロッパの海外進
出を結び付けて説明することができるか。

17 (3) 中２ ○ ○ 89.4% 1.7% 　織田信長の戦い方について理解
し，説明することができるか。

18 (4) 中２ ○ ○ 91.5% 0.6% 　豊臣秀吉の統一事業について理解
しているか。

19 (5) 中２ ○ ○ 39.9% 0.5% 　文禄・慶長の役がもたらした陶磁
器文化を理解しているか。

20 (1) 中１ ○ ○ 65.7% 2.3% 　世紀と西暦の関係を理解している
か。

21 (2) 中２ ○ ○ 72.0% 7.1% 　参勤交代における大名の負担を，
資料から読み取ることができるか。

22 (3) 中２ ○ ○ 40.3% 1.0% 　鎖国体制に至るまでの対策や出来
事を理解しているか。

23 (4) 中２ ○ ○ 77.9% 5.7% 　琉球王国と薩摩藩の関係を理解し
ているか。

24 (1) 中２ ○ ○ 46.6% 16.5% 　江戸時代の産業の発達について理
解しているか。

25 (2) 中２ ○ ○ 57.3% 10.1% 　江戸幕府による産業と交通について，資
料を基に説明することができるか。

26 (3) 中２ ○ ○ 36.2% 1.3% 　江戸時代の政治について理解して
いるか。

27 (4) 中２ ○ ○ 21.7% 1.4% 　江戸時代の文化の特色について理
解しているか。

問題数 4 5 5 13 18 9

出題割合 14.8% 18.5% 18.5% 48.1% 66.7% 33.3%

62.3% 3.7%

6

2

3

⑵　各設問の分類と平均通過率

設問

出題
学年

評価の観点

計

5

1

出題の意図

県平均 校内平均

4

内容領域別
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⑶ 社会＜中学校第２学年＞ 
 ア 特徴ある問題から 大問６ ⑶ 

（中学校学習指導要領解説 社会編 B 近世までの日本とアジア⑶近世の日本 Ｐ109） 
学習指導要領解説には，「幕府の政治改革については，「百姓一揆などに結び付く農村

の変化や商業の発達などへの対応という観点から，代表的な事例を取り上げる（内容の
取扱い）ようにする。その際，財政の悪化などの背景や，改革の結果などに触れる。」
とあります。 

そこで本問題では，江戸時代の改革が行われた歴史的背景を捉え，松平定信が寛政の
改革を行った中心人物であることを理解し，具体的にどのような内容であったかを説明
する（選択する）問題を出題しています。 
本問題における通過率は36.2％となっています。原因として，江戸時代の改革につい

て原因・理由・背景等の流れを十分に理解していないことが考えられます。そこで，次の
ような視点での授業改善が考えられます。 

イ 授業改善のポイント  
 

通過率  
36.2％ 

江戸時代の改革については，すべて

を学習した後に，「あなたならどの改

革を支持するか」などのテーマで時間

を設定する授業を提案します。①人物

を選ぶ。②その理由をまとめる。③そ

れぞれの改革を確認する際，比較しな

がらまとめる。社会科は教科の特性

上，用語の理解等が多いことから，ま

とめる等の時間を設定することで定

着も図られ，有効であると考えます。

しかしながら，時間を生み出すために

は，授業の計画段階で，学校や生徒の

実態に応じてカリキュラムマネジメ

ントを行ったりするなど，工夫する必

要があります。 


